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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和　３年　３月２２日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1
入学定員90
名の確保

①高校案内の充実
・延べ200校への案内
・隣接１都５県への案内
・HPによる案内の充実
②入学説明会の実施
・７回
③高校進路指導担当者対象入試説明の実施
④県内農業関係高校生対象体験実習の実施
・２回
⑤地域及び関係機関との連携
・各種イベントへの参加
・農林振興センターとの情報交換

Ａ

【課題】
　入学定員の確保
【改善策】
　コロナ禍の中、情報提供
について、高校生や大学・
社会人へさらなる工夫・改
善に取り組む。

・コロナ禍で入学者数を確保できたことは、関係者の方々が課題をクリア
するために様々な工夫と対策をしたことがこのような大きな成果となった
と考える。また、進学説明会への教務職員派遣や校長自ら高校訪問をする
などの定員確保に努めたことも評価する。
・大学校を認識していない高校教員が多いので、高校への直接案内は大切
である。生徒募集はこのまま続けていただきたい。
・県内農業高校対象体験実習参加者の約半数が入学予定とのこと、今後も
できるだけ多くの体験実習を開催していただきたい。
・現役高校生の上級学校への進学については、進学先を直接見る機会を設
ける必要がある。今後も可能な限り設けてほしい。
・今後とも引き続きSNSなども利用してより大学校を発信していただきた
い。
・全般的に他にない実践的な教育現場なので、メディアを使ってもっとア
ピールすべきだ。

①栽培施設
に導入した
先端技術装
置を活用し
た授業の実
践

①栽培施設に導入した先端技術装置（ス
マート農業化機器）の維持管理
②生徒に対してデータ計測・分析方法の指
導や先端的技術活用全般に関する講義の実
施

Ａ

【課題】
　今後多くの専攻にて先端
技術を導入し授業に関連付
ける。
【解決策】
　民間企業や外部講師との
連携とスマート農業の推進
をする。

・先端技術を活用した授業は、新しい農業を知るためには欠かせないもの
であり積極的に活用してもらいたい。
・ますます農業に対するワクワク感・ドキドキ感がある先端技術を活用し
た授業を取り入れていただきたい。
・最先端を活用した授業の実施はこれからの農業や卒業後の進路を考えた
時に重要である。また、先端技術に触れることで、新しい農業の形に期待
し夢を持つ若者は多いと思う、卒業生がこれらの技術を実際の経営に生か
せるよう期待する。

②先進的農
業体験活動
の実施

①新規就農希望者支援
・チャレンジファーム及びチャレンジカン
パニーの実施
②先進農家体験活動の実施
③農業認証取得のノウハウを生かした農業
実習
・埼玉県優良生産管理農場
・有機JAS認定

Ｂ

【課題】
  考えて実践できる生徒の
育成
【解決策】
　先進的農業体験活動の必
要性及び重要性を生徒に徹
底的に指導する。

・生徒が主体的に取組めるプログラムは大変魅力があると思います。今年
度はコロナ禍で短い期間ではあったが実施できたよかった、今後も継続さ
れることを期待する。
・現場体験で農家からの技術習得と共に様々な人間的助言などが受けられ
ることは、あらゆる可能性があり極めて重要なことである。
・生徒には多く履修させる事から将来への大きな体験となり、卒業後の現
場に出てから役に立つと思う。
・農業を通して生きる力を学ぶ、つまり人間力・学問の向上を期待する。

3

農作業実習
中の事故ゼ
ロ及び、新
型コロナウ
イルス感染
予防

①安全指導の徹底
・職員研修会の実施
・実験実習における指導
②日常的な施設・設備の点検
・農業機械の点検・整備
・販売実習棟及び実習施設の適正な管理
③ICTの活用状況
・実習・授業での利用
・リモート授業の構築
④新型コロナウイルス感染予防
・新しい農業大学校5つの安心宣言の徹底

Ａ

【課題】
　農作業実習中の事故ゼロ
と新型コロナウイルス感染
防止
【解決策】
　農作業に慣れていない生
徒に対し、きめ細やかな指
導を行う。また、新型コロ
ナウイルス感染防止の徹底
と感染対策マニュアルの定
期的な更新をする。

・専門性の高い機器の消毒や事前の点検・整備を徹底するなどしっかりと
した対策をした結果の事故ゼロは評価できる。引き続き、安全環境の維持
をお願いしたい。
・安全であることが当たり前になるように、常に繰り返し、行動で覚えて
ゆくことは大変重要なことと思います。引き続きの指導をお願いする。
・慣れからくる事故は一番危険である。注意することも忘れないでほし
い。
・機械を日常的に整備することで農機具等の長寿化を計ることができる。
このことからもコスト削減と経営安定につながるのではないか。
・コロナ禍で新しいスタイルの学習形態もとられたようだが、良い面は積
極的に導入してもらいたい。

4
進路決定率
100%

①進路指導
・新たな教育課程（進路希望別コース）の
実施
・キャリアコンサルタントによる指導
・法人を含む就農支援
・求人件数110件確保
・農業法人等見学会・説明会（6回）
②資格取得
・卒業までに農業に関する資格を1つ以上取
得させる。

Ａ

【課題】
　進路決定率100％
【解決策】
　生徒の進路意識を高め、
ミスマッチのない指導を構
築する。

・社会状況から進路活動が不十分な状況であったと想像される中、進路決
定率が高く、また学生の満足度が高いのは良い取組が行えた結果であると
評価する。
・資格取得は生徒の進路へのモチベーションを高め、卒業後の即戦力化に
繋がる重要な要素なので、より多くの資格取得に向けた取組を期待する。
・資格取得するときに合わせて各種農業関連機械の特性を習得できるメ
リットがある。
・将来使わない資格でも取得までの過程が大切である。一人２つ以上の取
得頑張ってほしい。
・進路指導において柔軟な対応は極めて重要である。生徒達は日々悩み考
えているものであるのできめ細やかな指導の徹底をお願いしたい。

令和２年度　埼玉県農業大学校評価システムシート 

教　育　方　針
１　農業経営に必要な技術と知識を備えた実践力のある人材の育成
２　グローバルな視点と企業的経営感覚を身につけた人材の育成
３　地域の農業をけん引するリーダーの育成

重　点　目　標

１　入学予定者の定員確保
２　次代を創造する農業者の育成
３　学習・生活環境の確保
４　生徒の意向を踏まえた進路指導

達成(100％以上)

概ね達成(80～99%以上)

教　育　方　法

１　課題解決型学習を基軸として実践教育を行う
２　講義、実習、農家研修を効果的に組み合わせて各人の能力に応じた教育を行う。
３　農業法人経営者、流通販売企業家など第一線の外部講師を活用する。
４　農業経営者育成のためのカリキュラムを編成し必要な免許・資格取得を進める。

感染対策を徹底した。また農作業実習中の事
故等をゼロに抑えることができた。
①実験・実習時における事故はゼロであっ
た。
②販売実習棟及び実習施設を適切に管理し、
農業機械の点検整備や運転操作の支援も適切
に行い事故は無かった。
③5/19～5/29までの延30時間をｲﾝﾀｰﾝﾈｯﾄを介
した遠隔授業を行った。また、6/1以降も前後
期合わせて15講座をＩＣＴを活用して、複数
の教室に配信した分散授業形式で行った。
④新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽにおける感染対策マニュアルを
作成し、感染対策を徹底している。

先端技術装置を活用した授業が実践できた。
①先端装置導入により高い設定値の目標収量
を設定したが、達成できる予定である。
②外部講師による環境制御の授業を３回行っ
た。

評価項目の達成状況

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

【現状】
近年実験・実習における事故はほぼゼロで
あり、授業の体制、施設や設備など、生徒
が実習や学習に取り組む環境の整備は着実
に進んでいる。
【課題】
農作業や農業実験を行うにあたり、扱いや
操作を間違えると大きな事故につながる器
具や装置、機械があり、生徒が安心安全に
学習に取り組む環境を維持する必要が常に
ある。さらに新型コロナウイルス感染予防
に対応した教育環境の構築も進める。

①実験・実習時に安全指導
が行われたか。

②施設・設備の点検・整備
が行われたか。

③円滑な運営・環境整備が
できたか。

④感染者の発生状況及び感
染者発生時の対応状況。

入学定員90名を確保できた。
①県内外588校への募集資料の送付と県内200
校への電話連絡、県内農業関係高校9校の訪
問、高校進学説明会への出席13校、HPによる
情報発信51回
②214名の参加があた。
③コロナ禍により実施を見合わせた。
④県内農業高校関係生徒対象体験実習参加者
の中で、受験資格を有する者16名中7名が入学
予定
⑤新型コロナウイルス感染防止観点から各種
イベント等の参加は自粛した。

コロナ禍の中様々な工夫をし、実践すことが
できた。
①ほぼ計画どおり実践した。特にﾁｬﾚﾝｼﾞｶﾝﾊﾟ
ﾆｰでは、年末年始に直売を合計4日間実施し前
年比210%売上げた。
②50名9/2から9/30の学習日程で実践し完了、
例年の1/3以下の期間での実施となってしまっ
た。受入農家からは、概ね良好との評価を受
けた。
③認証基準に沿った農業実習を行うことがで
きた。継続して有機JAS認証を受けた。

①例年と同等のアプローチ
ができたか。

②入学定員を上回る受験希
望者の参加があったか。
③計画どおり実施できた
か。
④受験希望者の増加につな
がったか。
⑤現役高校生以外へも積極
的な情報発信ができたか。

【現状】
高度な農業経営の実践者を育成するため
に、経営力や技術力の習得を図る教育水準
の向上が求められている。
【課題】
先端技術の導入や環境への配慮等時代の変
化に対応した農業技術を導入するととも
に、導入した技術を活用した授業の充実を
図り、先進的な農業体験活動を展開する。

①先端技術の活用による栽
培管理の成果があったか。
②データ計測・分析方法の
指導や先端的技術活用全般
に関する講義が実施できた
か。

【現状】
県内外を問わず、本校を広く紹介すること
で、入学定員を確保することができた。し
かし、高い農業技術や経営感覚を身に付け
る指導を実践している教育機関として、高
校や地域社会における認知度が未だに低
い。
【課題】
本校の教育活動について、積極的にPRする
とともに、新しい入試制度の周知を図り、
入学定員の確保を継続する。さらに新型コ
ロナウイルスの影響に対応した生徒募集を
実施する。

①チャレンジファーム及び
チャレンジカンパニーが計
画どおり実践できたか。
②先進農家体験活動が実施
できたか。
③認証基準に沿った農業実
習ができたか。

【現状】
農業自営を土台とした教育活動を展開して
きた中で、近年、農業生産法人や関連産業
への就職希望者が増加している。
【課題】
新たな教育課程による就職指導を深化さ
せ、生徒の就業意識向上を促す。また、非
農家出身者の進路（就職先）を確保すると
ともに、就農、就職後に必要な農業関連資
格を取得させる。

不十分(80%未満)

達
成
度

①生徒のニーズに対応した
進路指導が行えたか。

②卒業までに農業に関する
資格を1つ以上取得できた
か。

現状と課題 方策の評価指標

進路決定率ほぼ100％を達成した。
①コロナ禍コース別進路学習は、ある程度計
画を変更しながら柔軟に実施した。生徒の満
足度は95%であった。

②農業機械に関する資格取得について、１人
平均1.5個の資格を取得することができた。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（ ３月　３日 現在 ）
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